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　本通り（国道 461 号）で「第 8回やいた軽トラ市・初夏」
が開催されました。会場には、県下最大級となる 77 台
が出店し、工夫を凝らした内容で市内外から訪れた約 2
万人の方を楽しませました。
　また、今回は、矢板高校の生徒50人以上が参加し、ソー
ラーカーの展示やミニ SL体験、花苗の販売会などを行い、
日頃の学びの成果を披露しました。花苗を販売した生徒
は、「自分たちが大切に育てた花を多くの方に喜んで買っ
てもらえて、とてもうれしい」と話してくれました。

　山の駅たかはら主催で、八方ヶ原周辺を散策するハイ
キングが行われました。これは、最盛期を迎える時期に
合わせ、ゴヨウツツジやトウゴクミツバツツジを間近に
鑑賞し、高原山の大自然を体感してもらうことを目的に
開催されたものです。今回は、女性を中心に市外からも
多くの方が参加し、花々に囲まれた散策を楽しみました。
　市外から参加した母娘は、「毎年この時期を楽しみに
している。今年は花付きもよく見ごたえがあるので、レ
ンゲツツジが咲く頃にまた訪れたい」と話していました。

　市商工会で、「矢板高校と矢板市商工会との連携・支
援に関する協定書」の調印式が行われました。これは、
矢板高校と商工会の相互の連携・支援を通じ、地域に貢
献できる生徒の育成や若手人材の確保、また郷土愛の醸
成や定住促進を図り、地域の活性化に資することを目的
とし、結ばれたものです。
　平石校長からは、「互いの発展のために協力できるこ
とをうれしく思う。軽トラ市や花火大会などのイベント
を通じて、地域と関わっていきたい」との話がありました。

　5月 22 日（日）に続き、市役所、矢板駅～山の駅た
かはら間をつなぐツツジバスが運行されました。これは、
見ごろを迎える八方ヶ原のツツジを気軽に鑑賞していた
だくために、毎年行っているものです。
　また、今年から山の駅たかはら～大間々間の無料ピス
トンバスも運行が開始され、さらに気軽にツツジを楽し
んでいただけるようになりました。訪れた方からは、「今
年の花付きは見事。ちょうどレンゲツツジが満開の時期
に来られてよかった」との声が聞かれました。

（左写真）右から
 ・平石校長
 ・東泉会長
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旭日双光章
【地方自治功労】
齋藤   元克さん
（本町）

　1983年から、4期
連続で市議会議員を
務め、議会運営委員
長や農業委員などを
歴任されました。

　長峰公園で、矢板花の会の皆さんによる奉仕活動が行
われました。この活動は、「公園に来る方や近くを通ら
れる方の安らぎや癒しになれば」と、昨年から公園入口
の花壇に花植えが行われているものです。
　会員の皆さんは、前日の花壇の整備に続き、この日も
20 人以上で、矢板高校の生徒が栽培したマリーゴールド、
サルビアなど、約 750 本の花植えを行いました。大谷
会長は「今回は風車をイメージして植えるなど趣向を凝
らしてみた。ぜひ見てほしい」と話してくれました。

　矢板運動公園で、「スーパーキックベースボール大会
2016」が開催されました。キックベースボールとは、バッ
トやグローブを使わず、代わりにボールを蹴って行う
ニュースポーツのことです。
　今年は例年よりも多い 10 チームが参加し、ともなり
リーグ・つつじリーグに分かれ、小学生から大人まで、
チーム一丸となって試合を楽しみました。また、試合の
合間には、誰でも参加できるチャレンジコーナーも行わ
れ、ニュースポーツを体験しながら、交流を楽しみました。

　市役所で、全盲のマラソン選手である加治佐博昭さ
んの表敬訪問がありました。加治佐さんは、これまで
2008 年の北京パラリンピックで日本代表に選ばれたほ
か、国内外で数多くの大会に出場し、素晴らしい成績を
収めています。
　今回は、障がい者の世界選手権も兼ねるロンドンマラ
ソン大会に招へいされ、男子 T11-T12（視覚障害・伴走
者可）の部門に出場。2時間 52 分 59 秒を記録し、9位
の成績を収めました。

瑞宝双光章
【消防功労】
小久保   喜一さん
（上伊佐野）

　1965年に矢板市消
防本部に入り、2006
年に塩谷広域行政組
合消防本部次長で退
職されました。

瑞宝双光章
【消防功労】
揚石   時夫さん
（木幡）

　1965年に矢板市消
防本部に入り、2007
年に塩谷広域行政組
合矢板消防署長で退
職されました。

ともなりリーグ優勝　5ブロック（富田育成会Ａ） つつじリーグ優勝　9ブロック（ナッカーズ）

（上写真）右から
 ・齋藤市長
 ・加治佐さん
 ・渡邉体育協会長
 ・舘野さん（加治佐さんの義父）


